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１
月　

日
、
獨
協
医
科
大
学
病
院
で

20

「
栃
木
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始
式
」

が
行
わ
れ
、
同
病
院
を
基
地
病
院
と
し

て
運
航
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
救
急
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、

同
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
常
駐

し
、
消
防
機
関
か
ら
の
要
請
で
医
師
や

看
護
師
を
乗
せ
て
救
急
現
場
に
出
動
し
、

救
命
医
療
を
行
い
ま
す
。　

分
で
ほ
ぼ

20

県
内
全
域
に
到
着
で
き
る
こ
と
か
ら
、

速
や
か
な
治
療
開
始
と
医
療
機
関
へ
の

搬
送
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
運
航
開
始

か
ら　

月
末
ま
で
に
３
０
０
件
を
超
え

12

る
出
動
を
行
っ
て
お
り
、
救
急
患
者
の

救
命
や
後
遺
症
の
軽
減
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

県
警
察
は
、「
Ｓ
Ｅ
Ｅ
」（
見
る
）、「
Ｓ

Ｌ
Ｏ
Ｗ
」（
減
速
す
る
）、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」

（
止
ま
る
）の
３
つ
の
Ｓ
を
基
本
と
し
た

栃
木
の
運
転
マ
ナ
ー
を
確
立
す
る
た
め
、

「
高
齢
者
に
優
し
い
３
Ｓ
運
動
」を
１
月

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
ハ
ン
ド
ル

を
握
っ
た
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
て
、

良
く
見
て
運
転
す
る
」
そ
ん
な
意
識
が

行
き
渡
る
こ
と
で
、
多
く
の
県
民
を
重

大
事
故
の
悲
劇
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
３
Ｓ
運
動
の
拡
大
と
県
民
の
皆

さ
ん
へ
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
栃
木
の

交
通
マ
ナ
ー
元
年
と
位
置
付
け
粘
り
強

く
継
続
し
て
い
ま
す
。

「高齢者に優しい3S運動」展開中

栃
木
の
交
通
マ
ナ
ー
元
年
に

高
齢
者
に
優
し
い
３
Ｓ
運
動
を
展
開

1月
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
開
始 

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
！

1月

「
地
域
主
権
の
確
立
」
に
向
け
た
地
方

分
権
改
革
の
ゆ
く
え
を
テ
ー
マ
に
「
地

方
分
権
・
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

１
月　

日
、
那
須
烏
山
市
烏
山
公
民
館

21

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

県
民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
須
藤
副

知
事
が
地
方
分
権
改
革
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
中
村

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
教
授
が
「
地
域

か
ら
地
方
分
権
を
考
え
る
」
と
題
し
て

地
方
分
権
改
革
の
意
義
や
地
域
社
会
を

支
え
る
地
方
自
治
体
の
行
政
実
務
の
重

要
性
な
ど
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

改
革
の
現
状
と
課
題
を
討
論

地
方
分
権
・
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

1月

止まる 減速する 見る
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旭小学校区安全なまちづくり推進協議会による児童見守り活動

「
う
ら
ら
か
に
陶
の
里
か
ら
花
便
り
」

を
テ
ー
マ
に
益
子
町
総
合
体
育
館
と
益

子
町
民
会
館
で
「
と
ち
ぎ
花
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０　

ま
し
こ
」
が
２
月
５
日
か

in

ら
７
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
花

フ
ェ
ス
タ
は
、
と
ち
ぎ
の
花
の
生
産
振

興
と
普
及
を
目
的
と
し
た
花
の
祭
典
で
、

今
回
が　

回
目
。
当
日
は
、
県
内
生
産

12

者
が
育
て
た
約
２
０
０
種
、
２
万
５
０

０
０
本
の
花
が
会
場
に
あ
ふ
れ
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
や
寄
せ
植
え
な
ど
の
体

験
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な

ど
の
楽
し
い
催
し
も
開
催
さ
れ
、
３
日

間
で
２
万
５
０
０
０
人
が
来
場
し
、
と

ち
ぎ
の
花
の
魅
力
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

一
般
県
道
雀
宮
真
岡
線
「
宮
岡
橋
」

延
長
５
５
６
・
５
㍍
が
２
月
７
日
に
供

用
開
始
し
ま
し
た
。
鬼
怒
川
に
架
か
る

旧
宮
岡
橋
は
、
幅
員
が　

㍍
と
狭
く
、

5.5

歩
道
も
未
整
備
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

安
全
で
円
滑
な
通
行
に
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、　

年
度
か

02

ら
、
下
流
部
に
新
し
く
車
道
橋
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
旧
橋
は
自
転
車

歩
行
者
道
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
今
回
の
供
用
に
よ
り
、
通
勤

通
学
時
な
ど
に
お
け
る
安
全
・
安
心
で

円
滑
な
通
行
が
確
保
さ
れ
、
鬼
怒
川
を

挟
ん
だ
地
域
間
の
交
流
連
携
に
も
貢
献

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

益
子
町
で
花
の
祭
典 

と
ち
ぎ
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

「
宮
岡
橋
」
が
開
通 

一
般
県
道
雀
宮
真
岡
線

　

県
警
察
は
、
登
下
校
す
る
小
学
生
の

見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

３
月
１
日
、
小
山
市
立
旭
小
学
校
区
内

の
通
学
路
、
公
園
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ

　

台
の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
運
用
を
開

25始
し
ま
し
た
。
国
の
「
子
ど
も
を
犯
罪

か
ら
守
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
支
援
モ

デ
ル
事
業
」
の
一
環
と
し
て
整
備
し
た

も
の
で
、
地
元
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
団
体
、
学
区
内
の
８
自
治
会
、
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
参
画
す
る
「
旭
小

学
校
区
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
」が
運
用
・
管
理
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

公
園
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

3月

2月

2月

　

県
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
、
２
月
か

ら
事
業
者
、
消
費
者
団
体
、
行
政
の
協

定
に
よ
る
「
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
」

の
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。　

年
１
月

11

現
在
、　

事
業
者　

店
舗
が
レ
ジ
袋
の

34

69

無
料
配
布
を
中
止
し
て
お
り
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
身
近
に
で
き

る
エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
９
月
ま
で
の
８
か

月
間
で
、レ
ジ
袋
は
約
８
９
１
万
枚
、 

排
出
量
換
算
で
は
約
４
１
３
㌧
の
削
減

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
が
県

民
総
ぐ
る
み
の
運
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、

県
は
、
事
業
者
や
県
民
の
皆
さ
ん
に
取

組
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

CO2

８
か
月
で
８
９
１
万
枚
削
減

県
の
レ
ジ
袋
削
減
の
取
組

2月
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プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
」
が
、
日
本

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ（
Ｊ
Ｂ
Ｌ
）

プ
レ
ー
オ
フ
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
お
い
て
３

連
勝
で
、
見
事
日
本
一
の
栄
光
に
輝
き

ま
し
た
。
本
県
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

と
し
て
は
初
め
て
の
優
勝
で
あ
り
、
ま

た
チ
ー
ム
発
足
３
年
目
、
Ｊ
Ｂ
Ｌ
参
戦

２
年
目
で
の
快
挙
で
し
た
。
４
月　

日
17

に
実
施
さ
れ
た
優
勝
パ
レ
ー
ド
に
は
県

victory

庁
舎
の
壁
面
に
も 
      
の
「
Ｖ
」

の
文
字
が
現
れ
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
１
万
人
も
の
フ
ァ
ン
が
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、
北
関
東
自
動
車
道
の
佐

17

野
田
沼
Ｉ
Ｃ
か
ら
岩
舟
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の

延
長
約　
　

が
開
通
し
ま
し
た
。
北
関

5.3
km

東
自
動
車
道
は
、
群
馬
県
高
崎
市
か
ら

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
に
至
る
約
１
５

０　

の
高
速
道
路
で
す
。
今
回
の
開
通

km
に
よ
り
、
全
体
の
約
９
割
が
開
通
し
、

残
る
太
田
桐
生
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
野
田
沼
Ｉ

Ｃ
間
（
約 　
・
６　

）
も
、　

年
３
月

18

km

11

　

日
に
開
通
し
、
念
願
の
全
線
開
通
と

19な
り
ま
す
。
全
線
開
通
に
よ
り
、
北
関

東
３
県
間
の
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
る
ほ
か
、
常
磐
道
、
磐
越
道
、
関

越
道
な
ど
を
介
し
て
、
北
関
東
３
県
と

福
島
県
･
新
潟
県
が
ル
ー
プ
状
に
結
ば

れ
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な

る
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
在
住
の　

歳
以
上
の
人
た
ち
を

60

参
加
対
象
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０

１
０
」
を
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

と
ち
ぎ
健
康
の
森
や
宇
都
宮
市
内
の
競

技
施
設
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど　

種
目
の
ス

19

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
と
、
日
本
画

や
洋
画
な
ど
６
部
門
の
シ
ル
バ
ー
作
品

展
に
、
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
日

頃
の
鍛
錬
、
努
力
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
同
大
会
は
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
の
全
国
大
会
「
全
国
健
康
福
祉

祭
」
の
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
選
手
が
、
全
国
大
会

（
石
川
県
）で
本
県
代
表
と
し
て
大
活
躍

し
ま
し
た
。

4月
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
が
日
本
一

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
優
勝
パ
レ
ー
ド

佐
野
田
沼
～
岩
舟
間
が
開
通

北
関
東
自
動
車
道
全
線
開
通
へ

鍛
錬
、
努
力
の
成
果
を
披
露

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ 

4月

4月



5 県政のあゆみ 2010

　

自
殺
対
策
普
及
啓
発
事
業
と
し
て
、

劇
団
ワ
ン
ツ
ー
ワ
ー
ク
ス
に
よ
る
演
劇

「
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
場
所
」
を
、
７

月　

日
に
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

31
タ
ー 
パ
ル
テ
ィ
で
上
演
し
ま
し
た
。

こ
の
演
劇
は
、
自
殺
に
関
わ
っ
た
人
た

ち
を
取
材
し
、
実
際
に
語
ら
れ
た
言
葉

を
、
俳
優
が
舞
台
か
ら
観
客
に
語
り
か

け
る
よ
う
に
演
じ
る
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
シ
ア
タ
ー
」
と
い
う
手
法
に
よ
り

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
観
覧
い
た
だ
い
た

一
人
ひ
と
り
が
、
自
殺
を
身
近
な
問
題

と
し
て
受
け
止
め
、
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

自
殺
を
題
材
に
演
劇
を
上
演

自
殺
対
策
普
及
啓
発
事
業

「
県
民
の
日
」
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
６
月　

日
、
県
庁
舎
を
会
場
に
行
わ

15

れ
ま
し
た
。
県
民
の
日
は
、
宇
都
宮
県

と
栃
木
県
の
２
つ
の
県
が
合
併
し
て
、

ほ
ぼ
今
の
形
の
栃
木
県
と
な
っ
た
明
治

６
年
６
月　

日
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ

15

た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
記
念
式
典
の

ほ
か
、
県
民
の
日
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ル
リ
ち
ゃ
ん
」
の
誕
生
会
な

ど
楽
し
い
催
し
が
開
催
さ
れ
、
幼
稚
園

児
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

「
誕
生
会
」な
ど
楽
し
い
催
し

県
民
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

高
校
生
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
す
る
「
ふ
れ
あ
い
活
動
高

校
生
の
つ
ど
い
」
が
７
月　

日
に
県
教

22

育
会
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
５
校
の
生
徒
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い

と
交
流
」
に
関
す
る
体
験
発
表
、
フ
ラ

ン
ス
・
ヴ
ォ
ー
ク
リ
ュ
ー
ズ
県
派
遣
報

告
、
３
つ
の
分
科
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

「
高
校
生
活
」を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
現
代
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
に
つ
い
て
生

徒
相
互
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
一
環
で
、

日
ご
ろ
か
ら
課
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

テ
ー
マ
を
中
心
に
、
高
校
生
と
知
事
と

の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
げ
よ
う  
ふ
れ
あ
い
の
輪

ふ
れ
あ
い
活
動
高
校
生
の
つ
ど
い

6月

7月

7月

　

県
と
「
と
ち
ぎ
自
動
車
産
業
振
興
協

議
会
」
は
、
県
内
自
動
車
関
連
企
業
の

販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
５
月　

日
19

に
叙
本
田
技
術
研
究
所
に
お
い
て
「
栃

木
・
茨
城
合
同
技
術
展
示
商
談
会 　
 in

H
O
N
D
A

 
 
 
 
 
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
自
動

車
メ
ー
カ
ー
で
開
催
す
る
初
め
て
の
展

示
商
談
会
で
あ
り
、
県
内
企
業　

社
、

50

１
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
に
対
し

て
新
技
術
や
新
工
法
な
ど
の
自
社
の
強

み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、　
12

月
９
日
に
は
日
産
自
動
車
叙
栃
木
工
場

で
同
様
の
展
示
商
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
県
は
、
今
後
と
も
県
外
メ
ー
カ
ー

な
ど
で
の
展
示
商
談
会
を
実
施
し
、
県

内
企
業
の
販
路
開
拓
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
が
技
術
力
ア
ピ
ー
ル

大
手
自
動
車
会
社
で
展
示
商
談
会

5月
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県
は
、
子
ど
も
た
ち
を
心
身
と
も
に

健
全
に
育
成
し
て
い
く
上
で
の
基
本
理

念
や
、
親
や
地
域
の
お
と
な
一
人
ひ
と

り
が
実
行
し
て
い
く
た
め
の
行
動
指
針

と
し
て「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章
」

を
２
月
９
日
に
制
定
し
ま
し
た
。
８
月

６
日
に
は
、
県
庁
本
館
１
階
に
あ
る

「
県
政
展
示
コ
ー
ナ
ー
」に
憲
章
の
表
示

板
が
設
置
さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
福
田
知
事
が
「
こ
の
憲
章
に
は
、

皆
さ
ん
を
育
む
大
人
の
決
意
と
愛
情
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
あ
と
、
県
庁
見
学
に
訪
れ
て
い
た
小

学
生
と
一
緒
に
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
育
成
憲
章
を
制
定

県
庁
本
館
に
表
示
板
を
設
置

　

８
月　

日
、
宇
都
宮
市
農
林
公
園
ろ

29

ま
ん
ち
っ
く
村
「
に
ぎ
わ
い
広
場
」
で
、

県
と
宇
都
宮
市
と
の
共
催
に
よ
る
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、

宇
都
宮
市
付
近
で
震
度
６
強
の
大
地
震

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
地
元
の
消
防
団

や
自
主
防
災
会
の
ほ
か
、
消
防
本
部
、

自
衛
隊
、
警
察
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
関

な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
参
加
。
消
火

訓
練
、
避
難
訓
練
、
救
助
訓
練
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
を
実
施
し
、
災
害
時
の
行
動
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
関
係
機
関
が
連
携

県
・
宇
都
宮
市
総
合
防
災
訓
練 

　

地
域
の
特
色
あ
る
農
産
物
や
安
全
・

安
心
な
農
産
物
な
ど
、
こ
だ
わ
り
の

「
と
ち
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
」の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
首
都
圏
で
旬
の
県
産
農

産
物
を
食
材
と
し
て
使
い
、
心
を
込
め

て
提
供
す
る
お
店
を
「
と
ち
ぎ
の
旬
彩

店
」
と
し
て
登
録
を
始
め
ま
し
た
。
真

岡
市
出
身
の
飯
塚
芳
夫
さ
ん
が
料
理
長

を
務
め
る
「
響  
銀
座
三
丁
目
店
」
が
旬

彩
店
第
１
号
と
し
て
８
月
１
日
に
認
定

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に　

店
舗
の
ほ
か
、

34

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
で
３
３
９

店
舗
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

8月

8月

旬
の
と
ち
ぎ
を
ご
堪
能
下
さ
い
。

「
と
ち
ぎ
の
旬
彩
店
」
を
登
録
開
始

8月
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第
６
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
９
月　

日
、
県
総
合
運
動
公
園
な

26

ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
最
大
の

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
県
内
各

地
か
ら
約
２
０
０
０
人
を
超
え
る
選
手

が
、
陸
上
、
卓
球
、
水
泳
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
な
ど
９
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
、
日
光
市
の
臼
居
和
宏
選
手

が
「
周
り
の
人
に
感
謝
し
な
が
ら
、
精

い
っ
ぱ
い
競
技
し
ま
す
」
と
力
強
く
選

手
宣
誓
し
、
優
勝
や
自
己
記
録
の
更
新

を
目
指
す
選
手
が
真
剣
な
表
情
で
競
技

を
行
い
ま
し
た
。
大
会
を
運
営
す
る
た

め
、
約
３
０
０
０
人
の
競
技
関
係
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
多
く
の
県
民
に
大
き
な

勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

臼
居
選
手
が
力
強
く
宣
誓

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

9月

　

暴
力
団
排
除
を
目
的
と
し
た
県
内
初

の
「
栃
木
県
暴
力
団
排
除
条
例
」
が
、

９
月
県
議
会
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
条

例
の
主
な
内
容
は
、
学
校
な
ど
の
近
く

で
、
暴
力
団
事
務
所
を
新
た
に
開
設
・

運
営
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
事
業
者
が
暴
力
団
員
等
に
対

し
、
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す
る
目
的

で
金
品
な
ど
の
供
与
を
禁
止
す
る
な
ど
、

県
民
生
活
や
事
業
活
動
か
ら
暴
力
団
を

排
除
す
る
た
め
の
項
目
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
本
条
例
は
、　

年
４
月
１

11

日
に
施
行
と
な
り
ま
す
。

県
民
生
活
か
ら
暴
力
団
排
除

「
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定

9月

　

８
月　

日
、
知
事
と
市
町
村
長
が
出

30

席
す
る
政
策
懇
談
会
で
、
県
産
品
の
展

示
販
売
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

情
報
の
発
信
な
ど
を
行
う
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
と
市
町
村
と

の
共
同
事
業
と
し
て
、「
と
ち
ぎ
」
の
魅

力
を
丸
ご
と
伝
え
る
店
舗
づ
く
り
な
ど

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
タ
ウ
ン
内
に
出
店
す
る
こ
と
な
ど
、

基
本
方
針
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
県
、
市
町
村
、
運
営
事
業
者
や
関

係
団
体
な
ど
を
交
え
た
運
営
検
討
会
議

で
、
商
品
の
選
定
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

内
容
な
ど
店
舗
運
営
全
般
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
、
２
０
１
２
年
春
の
開
業
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

東
京
で
「
と
ち
ぎ
」
を
Ｐ
Ｒ

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
出
店
合
意

8月（画像提供：東武鉄道㈱・東武タワースカイツリー㈱）

　

９
月
１
日
、
職
員
が
通
勤
に
お
け
る

マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
徒
歩
や
自

転
車
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
環
境
に
優
し

い
交
通
機
関
で
通
勤
す
る「
エ
コ
通
勤
」

を
、
県
と
市
町
が
協
力
し
な
が
ら
「
統

一
行
動
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
本

県
で
は
、
職
員
自
ら
の
意
識
や
行
動
を

供
人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
僑方
向
へ

と
促
す
た
め
、
昨
年
度
か
ら
「
エ
コ
通

勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
度
の
取
組
に
お
い
て 

削

減
に
大
き
な
効
果
が
確
認
で
き
た
こ
と

か
ら
、
県
全
体
の
取
組
に
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

「
エ
コ
通
勤
統
一
行
動
」
に
取
り
組
み
、

県
内　

市
町
職
員
約
１
万
８
０
０
０
人

27

が
参
加
し
ま
し
た
。　

月
に
も
統
一
行

12

動
を
実
施
し
市
町
に
お
け
る
取
組
の
定

着
を
図
り
「
エ
コ
通
勤
の
推
進
」
に
努

め
て
い
ま
す
。

CO2

環
境
に
優
し
い
交
通
で
通
勤

「
エ
コ
通
勤
」
統
一
行
動

9月

東京スカイツリー禾
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近
年
、
開
発
や
乱
獲
、
里
地
里
山
の

荒
廃
、
外
来
種
に
よ
る
生
態
系
の 
攪 
乱

か
く

な
ど
、
本
県
の
豊
か
な
生
物
多
様
性
に

及
ぼ
す
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る
基

本
理
念
や
目
標
を
示
し
た
「
生
物
多
様

性
と
ち
ぎ
戦
略
」
を
９
月
に
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
戦
略
で
は
、
県
民
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
協
働
し

て
、
地
域
か
ら
の
取
組
の
更
な
る
推
進

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え

方
に
立
ち
、
本
県
の
地
域
特
性
で
あ
る

「
里
地
里
山
」
や
「
河
川
・
湿
地
」
の
保

全
再
生
、
生
物
多
様
性
の
た
め
に
自
ら

行
動
す
る
人
づ
く
り
の
推
進
な
ど
を
、

今
後
５
年
間
で
取
り
組
む
５
つ
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
域
か
ら
の
取
組
を
推
進

生
物
多
様
性
と
ち
ぎ
戦
略
を
策
定

県民協働によるシカ食害防除ネット巻（奥日光小田代原）

　

９
月　

日
、
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

18

で
、
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
総
合
開
会

式
が
開
催
さ
れ
、
各
市
町
、
各
競
技
団

体
、
県
民
な
ど
２
２
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
㈱
リ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
代
表
取
締
役

社
長
の
山
谷
拓
志
氏
が
「
ブ
レ
ッ
ク
ス

流
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
い
う
演
題
で
、
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
同
事
業
の
一
環
と
し
て
、

　

月　

日
と　

日
に
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

10

17

24

会
、　

月
３
日
に
県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

11

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
へ

県
民　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　

県
と
県
公
衆
衛
生
協
会
は
９
月
８
日
、

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
栃

50

木
県
公
衆
衛
生
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
公
衆
衛
生
関
係
者
や
県

民
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
大
会

長
の
福
田
知
事
と
協
会
長
で
あ
る
県
医

師
会
の
太
田
会
長
か
ら
保
健
衛
生
事
業

で
功
績
の
あ
っ
た
人
た
ち
に
表
彰
状
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第　
50

回
大
会
を
記
念
し
て
、
副
大
会
長
で
あ

る
県
歯
科
医
師
会
の
柴
田
会
長
に
よ
る

大
会
宣
言
や
、
劇
団
「
ぜ
ん
と
よ
う
よ

う
く
ら
ぶ
」
に
よ
る
特
別
公
演
が
行
わ

れ
、
公
衆
衛
生
関
係
者
の
資
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
公
衆
衛
生

に
対
す
る
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

公
衆
衛
生
の
発
展
向
上
へ

栃
木
県
公
衆
衛
生
大
会

9月

9月

9月
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「
あ
し
た
へ
つ
な
ご
う 　

や
さ
し
い

こ
こ
ろ　

み
ん
な
の
笑
顔
｣
を
テ
ー
マ

に　

月
２
日
と
３
日
、
｢
ヒ
ュ
ー
マ
ン

10
フ
ェ
ス
タ
と
ち
ぎ
２
０
１
０
｣
が
マ
ロ

ニ
エ
プ
ラ
ザ
（
宇
都
宮
市
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
県
民
一
人

ひ
と
り
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
よ
り
身

近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、

俳
優
の
藤
岡
弘
、さ
ん
や
元
大
関
の
小

錦
八
十
吉
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
約
１
万
３
０
０
０
人
も
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

種
人
権
啓
発
ブ
ー
ス
や
さ
ま
ざ
ま
な
参

加
体
験
型
の
ブ
ー
ス
で
は
、
多
く
の
参

加
者
が
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。

人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
実
感

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
と
ち
ぎ

　
　

月　

日
の
「
元
気
な
森
づ
く
り
の

10

16

日
」
を
記
念
し
て
、
県
内
各
地
で
植
林

や
間
伐
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
森
づ
く
り

体
験
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

県
で
は
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り

県
民
税
」
に
よ
る
奥
山
林
整
備
事
業
で
、

長
い
間
手
入
れ
の
さ
れ
て
い
な
い
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
の
間
伐
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
そ

の
間
伐
材
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
と

併
せ
、
実
際
に
触
れ
て
、
使
っ
て
「
木

の
良
さ
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
す
る
店
舗
や
病
院
な
ど
に
、
ス
ギ
の

間
伐
材
で
製
作
し
た
「
木
製
ベ
ン
チ
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

月　

日
は
元
気
な
森
づ
く
り
の
日

10

16
県
民
税
事
業
に
よ
り
木
製
ベ
ン
チ
を
配
布

　

県
は
、
本
県
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
先

進
的
な
農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
た
め
、

　

月
に
「
と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス

10ク
ー
ル
」
を
県
農
業
大
学
校
に
開
校
し

ま
し
た
。
全
国
で
活
躍
す
る
経
営
実
践

者
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
中
小
企

業
診
断
士
な
ど
を
講
師
に
迎
え
、
経
営

者
と
し
て
の
意
識
改
革
、
販
売
戦
略
や

商
品
開
発
、
財
務
管
理
な
ど
の
経
営
ス

キ
ル
に
関
す
る
講
義
、
演
習
を
通
し
て
、

受
講
者
自
ら
が
実
践
に
向
け
た
自
己
の

経
営
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
研
修
で
培
わ
れ
た
知
識
や
多
く

の
講
師
や
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
て
、
受
講
者　

人
の
活
躍
が

20

期
待
さ
れ
ま
す
。

先
進
的
な
経
営
者
を
育
成

と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

10月

10月

10月
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県
と
県
教
育
委
員
会
、
と
ち
ぎ
食
育

推
進
連
絡
会
の
主
催
に
よ
る
「
と
ち
ぎ

食
育
推
進
大
会
２
０
１
０
」
を　

月
８

10

日
、
県
庁
研
修
館
講
堂
で
開
催
し
ま
し

た
。
食
育
に
関
す
る
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
の
あ
と
、
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
サ
カ
イ
優
佳
子
さ
ん
が
「
感
じ

る
食
育　

楽
し
い
食
育
」
と
題
し
て
、

「
日
々
の
食
を
楽
し
ん
で
食
に
興
味
や

関
心
を
持
つ
こ
と
が
食
育
の
第
一
歩
で
、

五
感
で
食
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
」

と
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

関
係
機
関
・
団
体
な
ど
か
ら
１
７
０
人

が
参
加
し
、
あ
ら
た
め
て
食
育
に
つ
い

て
認
識
を
共
有
、
取
組
の
大
切
さ
を
確

認
し
ま
し
た
。

食
育
の
大
切
さ
を
確
認 

と
ち
ぎ
食
育
推
進
大
会 

　
　

月 　
 
日
と 　
 
日
、「
と
ち
ぎ
供
食
と

10

23

24

農
僑
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
が
、

県
庁
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「 
美
味
し
い
食
と
の

め
ぐ
り
あ
い
♪
供
と
ち
ぎ
食
の
回
廊
僑」

を
テ
ー
マ
に
「
食
の
街
道
」
の
紹
介
や

各
街
道
の
農
産
物
・
特
産
品
、
新
商
品

な
ど
の
試
食
・
展
示
・
販
売
、
県
内
各

地
の
農
産
物
直
売
所
や
農
村
レ
ス
ト
ラ

ン
が
大
集
合
し
、
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
、

自
慢
の
そ
ば
の
提
供
の
ほ
か
、
餅
つ
き

や
精
米
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
本
館
１
階
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
食
」を
テ
ー
マ
に
熊
谷
喜
八
さ
ん
ら
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
と
ち
ぎ
の
食
材

を
活
か
し
た
地
元
シ
ェ
フ
の
料
理

シ
ョ
ー
や
試
食
会
な
ど
が
行
わ
れ
、　
11

万
人
が
実
り
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

万
人
が
実
り
の
秋
を
満
喫

11

供
食
と
農
僑
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

10月

10月

　
　

月
７
日
～　

日
、
麻
生
副
知
事
を

11

11

団
長
と
す
る
定
期
協
議
交
流
団
が
中
国

の
浙
江
省
と
上
海
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
中
は
、
本
県
の
友
好
交
流
先
で
あ

る
浙
江
省
の
副
省
長
と
経
済
を
含
め
た

幅
広
い
分
野
で
の
交
流
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
ほ
か
、「
栃
木
友
人
会
」
設
立

な
ど
に
よ
り
本
県
ゆ
か
り
の
人
た
ち
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
ま
し
た
。
ま

た
、
現
地
の
旅
行
社
や
国
際
食
品
見
本

市
で
、
本
県
の
観
光
や
加
工
食
品
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成
果
を

踏
ま
え
、
今
後
は
、
観
光
誘
客
や
県
産

品
の
販
路
拡
大
な
ど
中
国
と
の
経
済
交

流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
国
と
の
経
済
交
流
を
促
進

定
期
協
議
交
流
団
が
訪
中

11月
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月　

日
に　

番
目
の
食
の
街
道
と

11

11

10

な
る
「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
か
ん
ぴ
ょ
う

街
道
」
が
設
置
さ
れ
「
と
ち
ぎ
食
の
回

廊
」
の
取
組
が
全
市
町
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
の
「
食
の
街

道
」
で
は
、
い
ち
ご
、
そ
ば
、
ミ
ル
ク
、

あ
ゆ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
特
色

県
内
全
域
に
「
食
の
回
廊
」

魅
力
あ
ふ
れ
る
街
道
づ
く
り
推
進

を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
と
ち

お
と
め
や
ミ
ル
ク
な
ど
を
使
っ
た
新
商

品
の
開
発
、
そ
ば
畑
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
な

ど
の
発
行
な
ど
「
見
る
・
食
べ
る
・
体

験
で
き
る
」
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
道
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
こ
う

し
た
「
食
の
街
道
」
を
結
び
「
と
ち
ぎ

食
の
回
廊
」
と
し
て
、
季
刊
紙
や
県
内

外
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
障
害
者
文
化
祭
「
カ
ル
フ
ル

と
ち
ぎ
２
０
１
０
こ
こ
ろ
の
つ
ど
い
」

が
、　

月
２
日
と
３
日
、と
ち
ぎ
福
祉
プ

11
ラ
ザ（
宇
都
宮
市
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
１
万
人
を
超

え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
障
害
者
は
、
演
劇
や
合
奏
な
ど
の

芸
能
発
表
、
絵
画
や
工
芸
の
作
品
展
示

な
ど
、
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を

一
生
懸
命
発
表
し
、
来
場
者
と
の
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
に
は
模
擬
店
や
製
作
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
絵
画
・
書

道
教
室
や
石
け
ん
作
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

来
場
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
多

数
用
意
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
大
い

に
楽
し
め
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表

県
障
害
者
文
化
祭「
カ
ル
フ
ル
と
ち
ぎ
」

11月

11月

　

県
は
、
本
県
の
豊
富
で
良
質
な
水
や

農
産
物
を
活
か
し
な
が
ら
、
１
～
３
次

産
業
が
連
携
し
た
取
組
の
推
進
に
よ
り
、

「
食
」
の
産
業
振
興
を
図
り
、「
食
」
を

テ
ー
マ
に
地
域
経
済
が
成
長
・
発
展
し
、

活
力
あ
ふ
れ
る
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち

ぎ
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

月　

日

11

19

に
、
農
業
者
や
食
品
関
連
企
業
を
は
じ

め
大
学
、
商
工
・
農
業
団
体
、
金
融
機

関
な
ど
３
０
０
の
企
業
・
団
体
の
参
加

を
得
て
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
、

協
議
会
に
お
い
て
情
報
発
信
や
会
員
間

の
交
流
・
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
新

商
品
開
発
や
販
路
開
拓
、
さ
ら
に
は
企

業
誘
致
や
農
業
の
高
付
加
価
値
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
を
目
指
し
て

推
進
協
議
会
を
設
立

11月

那須高原ミルク街道
の新商品

とちぎ渡良瀬いちご・ 
フルーツ街道の新商
品ストロベリーワッ
フルボウル
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県
は
、
本
県
文
化
の
振
興
に
著
し
く

貢
献
さ
れ
た
人
を
、
栃
木
県
文
化
功
労

者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
県
文
化
功
労
者
に
は
日
本
画
家
の
荒

井
孝
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
１
９
４

９
年
度
の
第
１
回
表
彰
以
来
の
受
賞
者

は
、
こ
れ
で
合
計
１
３
３
人
（
学
術　
36

人
、
芸
術　

人
、
そ
の
ほ
か　

人
）
に

68

29

な
り
ま
し
た
。
荒
井
さ
ん
は
受
賞
を
記

念
し
、
日
本
画
「
御
室
の
桜
」
を
県
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
者
に
荒
井
孝
さ
ん

日
本
画
「
御
室
の
桜
」
を
寄
贈

「
生
命
（
い
の
ち
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

　

と
ち
ぎ　

県
議
会
議
事
堂
」
が　

月

in

11

　

日
か
ら　

日
ま
で
、
県
議
会
議
事
堂

26

28

と
県
庁
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
現
状
や
被
害

者
支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
こ
う
と
公
益
社
団
法
人
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
、
県
、
県

警
察
本
部
、
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
主
催
し
ま
し
た
。
被
害
者
の
等
身
大

オ
ブ
ジ
ェ
の
展
示
、
関
係
機
関
の
紹
介
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
被
害
者
遺
族
に
よ

る
「
命
の
授
業
」
や
映
画
「
ゼ
ロ
か
ら

の
風
」
の
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
命
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ

て
い
ま
し
た
。

命
の
大
切
さ
を
肌
で
実
感

生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

「
児
童
虐
待
防
止
法
」
の
施
行　

年
を

10

節
目
と
し
て
、
民
間
団
体
と
の
協
働
に

よ
り
「供
子
ど
も
虐
待
を
な
く
そ
う
！
僑

県
民
の
つ
ど
い
」
が　

月　

日
に
オ
リ

11

14

オ
ン
ス
ク
エ
ア
（
宇
都
宮
市
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
虐
待
被
害

に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
黙
祷
や
虐

待
防
止
に
向
け
た
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
歌
な
ど
の
催
し
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
「
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ

O
liO
li

ヤ
ー 
   
  
」
と
宇
都
宮
市
立
宝
木
中

学
校
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
の
あ
と
参
加

者
全
員
が
子
ど
も
虐
待
の
根
絶
を
願
い
、

手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
に
よ
る
追
悼
を
行

い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
児
童
虐
待 

児
童
虐
待
防
止
特
別
事
業 

11月

11月

11月
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県
は　

月　

日
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

12

15

本
（
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
）
と

包
括
的
提
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
本
県
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
と
が
相
互
に
連
携
し
て
、
双
方
の

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
観
光
の
振
興
、

県
産
品
の
消
費
拡
大
、
緊
急
対
応
時
に

お
け
る
支
援
強
化
な
ど
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
高
速

道
路
利
用
者
の
利
便
の
向
上
、
利
用
の

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
、　

年
３
月　

日
に

11

19

は
、
県
民
の
悲
願
で
も
あ
る
、
北
関
東

自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

広
が
る
連
携
・
高
ま
る
期
待

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
提
携
協
定

12月

　
　

月　

日
、
上
河
内
、
那
須
高
原
ス

12

18

マ
ー
ト　

（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
、

IC

上
下
線
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
２
か
所
の
ス
マ
ー
ト　

は
IC

本
県
と
宇
都
宮
市
、
那
須
町
が
ア
ク
セ

ス
道
路
を
整
備
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
料
金
所
な
ど
を
整
備
し
た

も
の
で
す
。
今
回
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

に
よ
り
、
東
京
方
面
に
加
え
福
島
方
面

へ
の
出
入
り
も
可
能
に
な
る
ほ
か
、
利

用
で
き
る
車
種
も
大
型
車
ま
で
拡
大
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
利
便
性
の
向
上
や　
IC

の
分
散
化
に
よ
る
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
渋

滞
緩
和
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト　

さ
ら
に
便
利
に

IC
２
か
所
が
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

12月

　

障
害
者
週
間
（　

月
３
日
〜
９
日
）

12

中
の　

月
７
日
に
、「
と
ち
ぎ
ナ
イ
ス

12

ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル　

け
ん
ち
ょ
う
」
を

in

開
催
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
の
障
害
者

就
労
支
援
事
業
所
が
参
加
し
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
が
丹
精
こ
め
て
つ
く
っ
た

パ
ン
や
お
菓
子
、手
工
芸
品
な
ど
、バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
製
品
を
販
売
し
ま
し

た
。併
せ
て
、障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

展
、
ク
ッ
キ
ー
の
品
質
向
上
に
取
り
組

む
事
業
所
に
よ
る
「
ク
ッ
キ
ー
味
く
ら

べ
」、
県
産
も
ち
米
を
使
っ
た
「
杵
つ
き

餅
」
の
配
布
な
ど
の
催
し
を
行
い
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

丹
精
こ
め
た
製
品
を
販
売

と
ち
ぎ
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル

12月

　

美
し
く
豊
か
な
田
園
風
景
の
百
年
後

へ
の
継
承
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と

供
と
ち
ぎ
僑
づ
く
り
の
た
め
「
と
ち
ぎ
の

ふ
る
さ
と
田
園
風
景
百
選
｣
を
実
施
し

ま
し
た
。
自
然
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9 第23回全国健康福祉祭いしかわ大会（本県選手団
を石川県に派遣）（12日まで）

11 生物多様性シンポジウム
12 第1回とちぎのふるさと田園風景百選選定委員会
13 とちぎ農業ビジネススクール開校
14 第 23回きのこ料理コンクール
16 元気な森づくりの日
16 第 23回全国スポーツ・レクリエーション祭（本
県選手団を富山県に派遣）（19日まで）

16 下水道フェスティバル　（県央浄化センター）
16 栃木県技能展（17日まで）
16 くすりと健康の週間イベント「お薬相談会」（17日まで）
16 全国障害者スポーツ大会出場選手結団式
17 首都圏自然歩道新規路線開通記念イベント
17 家族で食育の日（10月第3日曜日）
18 「二宮遊水地」（真岡市）で菜の花の種まき（地域の魅力アッ
プと維持管理費用の節減を目的にボランティアによる実施）

19 優良木材展示会（鹿沼市など29日まで）
21 下水道フェスティバル（巴波川浄化センター）
22 県営土地改良事業の換地業務に係る感謝状贈呈式
23 「森づくりに関する協定」に基づく植樹式(ソニー
ケミカル＆インフォメーションデバイス叙）

23 秋山川浄化センター施設公開（秋山川浄化センター）
23 日光中宮祠地区渋滞対策社会実験の実施（24日まで）
23 とちぎ住宅フェア2010（24日まで）
23 栃木県伝統工芸品展2010～見て！触れて！“と

ちぎの匠”（24日まで）
23 とちぎ“食と農”ふれあいフェア2010～美味しい

食とのめぐりあい♪「とちぎ食の回廊」～
26 「やすらぎの栃木路」名古屋・大阪キャンペーン
29 「森づくりに関する協定」締結式（鋤栃木県トラック協会）
30 祭囃子伝承フォーラム2010
1 第 5期「とちぎハートフルトイレ」認証
2 とちぎ材ビジネスマッチング交流会（東京）
2 栃木県障害者文化祭カルフルとちぎ2010こころ

のつどい（３日まで）
3 エコドライブキャンペーン（ほかに4、6日）
3 「スポレク“エコとちぎ”2011」1年前イベント
5 第41回全国ばら切花研究大会栃木大会（6日まで）
6 小田代原　秋の探鳥会とシカ防除ネット巻き
6 下水道フェスティバル（大岩藤浄化センター）
6 やすらぎの栃木路フェアin茨城空港
6 産技大祭・とちぎものづくり技能競技大会
7 定期協議交流団訪中（11日まで）
7 がん患者さんの支援の輪公開講座
8 栃木県文化功労者表彰式
10 第 22回栃木県マロニエ建築・景観賞表彰式
10 国際見本市「FHC CHINA」（中国上海市）（12日まで）
10 第７回とちぎ食品安全フォーラム
12 栃木県青少年健全育成功労者等表彰式
12 とちぎ企業誘致セミナー（東京都）

13 県道小山環状線（新間中橋）が開通
13 フェスタinパルティ
14 「こどもの虐待をなくそう！」県民のつどい
16 「結城紬」ユネスコ無形文化遺産代表一覧記載決定
16 栃木県農業担い手躍進大会
17 ジャパンホームショー・全国木材展示会（東京都19日まで）
18 栃木県職業能力開発促進大会
18 「世界糖尿病デー」記念ミニイベント
19 「森づくりに関する協定」に基づく植樹式(栃木県ホンダ会）
19 フードバレーとちぎ推進協議会設立総会
19 第2回とちぎのふるさと田園風景百選選定委員会
21 東武ファンフェスタ出展（埼玉県久喜市）
22 栃木県有機農業推進講演会
24 第 1回やすらぎの栃木路栃木県の物産と観光展
（神奈川県藤沢市）

25 中小企業支援施策のワンストップ・サービスデー
25 よい歯のコンクール表彰式
26 「生命（いのち）のメッセージ展inとちぎ　県議

会議事堂」（28日まで）
27 「森づくりに関する協定」に基づく植樹式（鋤栃木
県トラック協会）

27 「ぐんま・とちぎ・いばらき観光物産展」inグリー
ンドーム前橋（28日まで）

27 第 34回農大祭（28日まで）
27 「とちぎdeピンクリボン」
28 心豊かな青少年を育む県民の集いin下野市～「と

ちぎ心のルネッサンス」運動推進県民大会～
1 「エコ通勤プロジェクトとちぎ」県市町職員による
エコ通勤統一行動（第2回）

1 道路照明消灯試験「エコ消灯パート2」を実施 
（2月28日まで）

3 「やすらぎの栃木路」茨城キャンペーン
4 「地球温暖化対策の推進に関する協定」締結式（栃
木県リサイクル協同組合連合会）

4 マロニエECO事業所表彰
4 とちぎ環境県民大会
6 EV･PHVタウン（第二期）選定(=次世代エコ自動

車普及促進 )
7 「栃木県心の輪を広げる障害者理解促進事業」入選者表彰式
7 とちぎナイスハートバザールinけんちょう
8 栃木県きのこわさび展示品評会（9日まで）
8 県道大田原氏家線（佐久山工区）の供用開始
9 技術交流展示会 in 日産自動車栃木工場
11 栃木県がん検診受診率向上プロジェクト「がん啓
発セミナー」

12 国道293号（鹿子畑バイパス）供用開始
15 NEXCO東日本と包括的提携協定を締結
17 栃木県森林・林業コンクール表彰式
17 第 28回栃木県肉用牛総合共進会（種牛の部）
18 上河内スマートIC、那須高原スマートICのフル化供用開始
20 県芸術祭表彰式
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1 高齢者交通安全県民総ぐるみ運動
8 第 24回栃木県看護大会
15 第 48回栃木県植樹祭（塩谷町）
15 第 59回利根川水系連合水防演習
16 香港テレビ招請事業（23日まで）
17 とちぎ地産地消県民運動実行委員会
17 県と市町村による道路アンダー部の排水施設など
の一斉点検（28日まで）

17 第2回とちぎのふるさと田園風景百選実行委員会
18 とちぎの元気な森づくり県民会議総会
19 栃木・茨城合同技術展示商談会 in HONDA
22 国際生物多様性の日記念事業
24 市町村長会議
26 消費者月間記念イベント「消費者のつどい」
28 旅フェア2010出展（幕張メッセ）（30日まで）
30 とちぎの環境美化県民運動　県民統一行動
31 不法投棄パトロール出発式
2 道路アンダー部の路面冠水を想定した事故防止訓練
2 第3回北関東三県（栃木・茨城・群馬）の物産展（7日まで）
10 栃木県がん検診受診促進プロジェクトによる
「チャリティーコンサート2010in栃木」

12 とちぎ物産観光フェアin大黒パーキングエリア
15 「スポレク“エコとちぎ”2011」500日前イベント
15 県民の日記念式典・記念イベント
15 とちぎナイスハートバザールinけんちょう
16 求人企業合同説明会
18 とちぎ産業集積懇話会
25 「やすらぎの栃木路」大宮キャンペーン
26 農業試験場公開デー
27 男女共同参画社会を考える「とちぎ県民のつどい」
30 とちぎ食の回廊in都庁（7月6日まで）
9 交通安全子供自転車大会
9 「やすらぎの栃木路」福島キャンペーン
12 ラムサール条約登録湿地「奥日光の湿原」保全のた
めの寄付（アサヒビール）に対する感謝状贈呈式

12 県芸術祭（11月 21日まで）
15 栃木県地方税滞納整理推進機構本部会議
16 とちぎ企業立地推進戦略会議設立
20 とちぎ“食”の産業フォーラム
22 ふれあい活動高校生のつどい
26 献血功労者表彰式
29 仕事と家庭の両立支援セミナー
30 愛鳥週間用ポスター原画コンクール表彰式
30 第 7回北関東磐越五県知事会議
31 自殺対策劇団公演
1 “とちぎ発”ストップ温暖化アクションPRイベン

ト「涼感まつり」
1 栃木県傷病者搬送・受入実施基準運用開始
5 第 32回「全日本中学生水の作文コンクール」栃
木県審査会表彰式

6 「とちぎの子ども育成憲章」除幕式

6 とちぎ企業立地セミナー（東京都）
6 米国インディアナ州ステート・フェア「日本展」（9日まで）
8 栃木県在宅緩和ケア公開講座
17 栃木県食品商談会 in 香港2010
18 「やすらぎの栃木路」千葉キャンペーン
19 第 13回栃木・福島の物産展（25日まで）
20 映画と講演のつどい
21 林業センター公開デー
22 フレッシュファーマーズフェスティバル2010
29 栃木県・宇都宮市総合防災訓練
30 政策懇談会
1 「エコ通勤プロジェクトとちぎ」県市町職員による
エコ通勤統一行動（第1回）

2 栃木県民福祉のつどい
3 「森づくりに関する協定」締結式（ソニーケミカル＆

インフォメーションデバイス叙、栃木県ホンダ会）
4 第 7回なんびょうサポートとちぎのつどい
7 県道上久我都賀栃木線（西沢バイパス）が開通
8 とちぎナイスハートバザールinけんちょう
8 第 50回栃木県公衆衛生大会・第48回栃木県公衆

衛生学会・平成22年度救急医療週間記念大会
9 「やすらぎの栃木路」名古屋キャンペーン（11日まで）
10 第23回全国健康福祉祭いしかわ大会栃木県選手団結団式
13 栃木県地方税合同納税相談会（東京都などで17日まで）
13 秋の交通安全行事「交通安全の火」分火式
13 インターネットショップビジネスセミナー
14 「生物多様性とちぎ戦略」策定
17 夏秋いちご新品種「なつおとめ」お披露目
18 少年の主張発表県大会
18 県民スポーツ・レクリエーションフェスティバル総合開会式
18 「やすらぎの栃木路」フェアinインディ2010（19日まで）
19 とちぎ木材フェスティバル「もくもくまつり2010」
19 水産試験場公開講座
21 秋の交通安全県民総ぐるみ運動（30日まで）
21 フードバレーとちぎ推進協議会発起人会（フード
バレーとちぎサミット）

23 2010とちぎ動物愛護フェスティバル
25 国民体育大会（本県選手団を千葉県に派遣）（10月5日まで）
25 北那須浄化センターのつどい（北那須浄化センター）
25 「やすらぎの栃木路」新宿西口フェア（28日まで）
26 栃木県障害者スポーツ大会
1 旅券事務の県内全市町への権限移譲
1 とちぎ食育推進月間（31日まで）
2 ヒューマンフェスタとちぎ2010（3日まで）
2 とちぎインターナショナルフェスティバル2010
5 中小企業支援施策のワンストップ・サービスデー
8 とちぎ食育推進大会
9 環境立県元年！エコ・もりフェア2010（10日まで）
9 下水道処理施設の公開デー（思川浄化センター）
9 とちぎグリーンフェスタ2010（17日まで）
9 那須高原地域パーク＆バスライド社会実験の実施（10日まで）
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2010

県政のあゆみ
4 栃木県地域生活定着支援センター開設
8 栃木県商談会 in 香港2010
8 栃木県農業士・女性農業士・名誉農業士認定式
8 栃木県在宅緩和ケア公開講座
15 栃木県民防災の集い
20 ドクターヘリ運航開始
21 地方分権・地方自治フォーラム
22 第 59回関東東海花の展覧会（24日まで）
23 「やすらぎの栃木路」フェアin六本木ヒルズ
25 「栃木県におけるレジ袋削減に関する協定」締結式
（第2回）

25 栃木県農業青年研究大会
27 国民体育大会冬季大会スケート・アイスホッケー
競技会（本県選手団を北海道に派遣）（31日 
まで）

31 第5回とちぎ食の回廊モニターツアー～とちぎ渡
良瀬いちご・フルーツ街道＆足利佐野めんめん街
道～

1 「レジ袋無料配布中止」の取組を開始
1 栃木県マイクロ水力発電促進セミナー
2 第 3回栃木県元気な農業コンクール表彰式
2 第 2回栃木県農産物知的財産功績者表彰式
5 栃木県文化振興大会
5 とちぎ花ファスタ2010 inましこ（7日まで）
7 栃の葉国体記念「第27回健康マラソン大会」
7 県道雀宮真岡線（宮岡橋）が開通
7 NP0見本市＆栃木ボランティア・市民活動フォー

ラム2010
8 とちぎ産業活力フォーラム2010
9 みどりと環境のコンクール表彰式
9 「とちぎの子ども育成憲章」制定
10 国道121号板橋バイパス（森友・土沢工区）が部

分開通
12 生命保険会社アフラックと「栃木県がん検診受診
促進プロジェクト」の協定締結

19 栃木県シルバー大学校創立30周年記念式典
23 「ミルクの国とちぎ」講演会
24 県道宇都宮茂木線（芳賀・市貝バイパス）が部分
開通

25 国民体育大会冬季大会スキー競技会（本県選手団
を北海道に派遣）（28日まで）

27 県道栃木二宮線（大道泉橋）が開通
28 第6回とちぎ食の回廊モニターツアー　～いい芳
賀いちご夢街道～

1 マスコミなどを対象とした「とちぎ食回廊コンベ
ンション」開催

2 平成21年度「土砂災害防止に関する絵画・ポス
ター・作文」表彰状伝達式

2 FOODEX　JAPAN2010 （第35回国際食品・飲料展
＝幕張メッセ）（5日まで）

3 「環境サテライト（とちぎの青空）」を開設（県庁
15階西側）

5 県南高等看護専門学院卒業式
7 栃木県臨床研修病院合同セミナー
8 県立衛生福祉大学校卒業式
9 百年後にも誇れる田園風景づくり懇談会
15 自転車通行環境の整備に向けた社会実験パート2
を実施（4月16日まで）

16 とちぎ環境産業振興協議会設立総会
18 技術交流展示会
18 栃木県農業大学校卒業式
20 「森づくりに関する協定」に基づく植樹式（鋤栃木
県トラック協会）

21 北関東自動車道開通プレイベント（壬生PA）
23 足利佐野都市計画道路3・4・2号黒袴迫間線（若

松アンダー）が開通
23 県庁で“みつばち”を飼おう！プロジェクト（6
月25日まで）

25 全国ため池百選に大沼（小山市）、唐桶溜（芳賀町）
が選定

26 栃木県地域福祉支援計画（第2期）策定
31 県南高等看護専門学院看護学科専科閉科
1 宇都宮東高等学校の男女共学化（附属中学校生徒
の高校進学に伴う共学化）

1 富屋特別支援学校鹿沼分校開校・栃木特別支援学
校肢体不自由教育棟開設

1 「エコ通勤プロジェクトとちぎ」（県職員によるエ
コ通勤の継続実施と時差出勤）を本格実施

1 消費生活センターを本庁組織と一体化
5 マロニエメイツ任命式
5 春の交通安全県民総ぐるみ運動（6日～15日）

オープニングセレモニー
8 栃木県農業大学校入学式
8 県南高等看護専門学院入学式
9 県立衛生福祉大学校入学式
12 いちご研究所研究棟竣工式
16 春季苗木配布会
17 リンク栃木ブレックスが日本一
17 北関東自動車道（佐野田沼IC～岩舟JCT間）が開通
22 札幌で栃木の物産展（28日まで）
25 ねんりんピックとちぎ2010（6月 13日まで）
28 第24回全国スポーツ・レクリエーション祭栃木県
実行委員会設立総会

30 高齢者交通安全県民総ぐるみ運動（31日まで）「43
万人交通安全誓いのキャンペーン」出陣式
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